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は
じ
め
に

　
２
０
２
４
年
４
月
１
日
か
ら
こ
れ

ま
で
任
意
で
あ
っ
た
相
続
登
記
の
申

請
が
義
務
化
さ
れ
る
。
す
で
に
司
法

書
士
に
対
し
て
は
「
義
務
化
が
さ
れ

る
と
聞
い
た
の
で
、
相
続
登
記
を
行

い
た
い
」「
違
反
し
た
場
合
ど
う
な

る
の
か
」
な
ど
の
相
談
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
義
務
化

に
関
連
し
た
相
談
は
金
融
機
関
に
寄

せ
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
て
い
く
と
予

想
さ
れ
る
が
、
司
法
書
士
と
の
連
携

を
含
め
て
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と

で
、
顧
客
満
足
度
の
向
上
や
、
遺
産

整
理
業
務
な
ど
の
関
連
す
る
案
件
獲

得
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
相
続
登
記
の
申
請
義

務
化
の
具
体
的
内
容
の
ほ
か
、
相
続

登
記
の
申
請
を
促
進
す
る
た
め
に
、

金
融
機
関
が
提
供
を
強
化
す
べ
き

サ
ー
ビ
ス
、
司
法
書
士
等
の
専
門
家

と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

解
説
を
行
う
。

一 

　
相
続
登
記
の
申
請 

義
務
化
の
背
景

　
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ

た
背
景
に
は
、「
所
有
者
不
明
土
地

問
題
」
が
あ
る
。
所
有
者
不
明
土
地

と
は
、
不
動
産
登
記
簿
の
情
報
か
ら

所
有
者
が
直
ち
に
判
明
し
な
い
、
ま

た
は
判
明
し
て
も
連
絡
が
つ
か
な
い

土
地
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

　
図
表
１
を
事
例
に
考
え
て
み
る

と
、
最
後
に
登
記
が
行
わ
れ
た
の
が

大
正
時
代
で
、
現
在
の
所
有
者
が
不

明
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
図
表
２
を
事
例
に
考
え
て

み
る
。
外
国
居
住
者
が
不
動
産
を
取

得
し
た
場
合
、
外
国
の
公
的
証
明
書

を
元
に
住
所
を
登
記
す
る
こ
と
に
な

る
。
外
国
居
住
者
に
よ
る
日
本
の
不

動
産
の
取
得
は
珍
し
い
も
の
で
は
な

い
が
、
登
記
さ
れ
た
住
所
地
に
連
絡

を
行
っ
て
も
所
有
者
に
連
絡
が
つ
か

な
い
と
い
う
事
象
が
起
き
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
国
内
居
住
者
が
不
動
産

を
取
得
し
た
場
合
で
も
、
適
切
に
住

所
移
転
登
記
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

は
連
絡
を
つ
け
る
こ
と
が
困
難
と
な

る
。
２
０
２
６
年
４
月
１
日
か
ら
は

住
所
や
氏
名
の
変
更
登
記
に
つ
い
て

も
義
務
化
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
所
有
者
不
明
土
地
問
題
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
被
害
か
ら
の
復
興

事
業
に
際
し
て
、
行
政
側
が
土
地
の

収
用
や
利
用
を
行
お
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
所
有
者
が
判
然
と
し
な
い
土
地

が
大
量
に
存
在
し
、
復
興
事
業
に
妨

げ
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
注
目
が
集

ま
っ
た
。
同
様
の
問
題
は
建
物
に
も

あ
り
、
所
有
者
不
明
建
物
が
管
理
不

全
に
陥
り
、
い
わ
ゆ
る
「
空
き
家
問

題
」
と
し
て
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
所
有
者
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
土

地
や
建
物
が
増
加
し
て
い
る
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
不
動
産
の
所
有
者
に

相
続
が
発
生
し
て
も
、
相
続
登
記
の

申
請
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
不
動
産
の

所
有
者
等
に
関
す
る
公
的
な
デ
ー
タ

金
融
実
務
に
活
か
す

金
融
実
務
に
活
か
す

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化

今月の解説①

司
法
書
士
法
人
Ｆ
＆
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ 

司
法
書
士　

北
詰 

健
太
郎
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は
じ
め
に

　
２
０
２
１
年
８
月
に
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ

第
４
次
対
日
相
互
審
査
（
以
下
、「
第

４
次
審
査
」
と
い
う
）
の
結
果
が
採

択
さ
れ
、
２
０
２
２
年
４
月
に
、
Ｆ

Ａ
Ｔ
Ｆ
は
早
く
も
第
５
次
相
互
審
査

（
以
下
、「
第
５
次
審
査
」
と
い
う
）

に
係
る
手
続
書
（
以
下
、「
手
続
書
」

と
い
う
。（
注
１
））
を
公
表
し
た
。

日
本
で
は
、
こ
れ
ら
を
受
け
、
同
年

５
月
に
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供

与
・
拡
散
金
融
対
策
政
策
会
議
に
お

い
て
、「
マ
ネ
ロ
ン・テ
ロ
資
金
供
与・

拡
散
金
融
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基

本
方
針
」（
以
下
、「
基
本
方
針
」
と

い
う
。（
注
２
））
が
決
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
へ
の
第
５
次
審
査

の
オ
ン
サ
イ
ト
検
査
は
、
２
０
２
８

年
８
月
に
実
施
予
定
で
あ
る
こ
と
が

す
で
に
公
表
済
み
で
あ
る
。

　
各
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、現
在
、

取
組
中
の
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ

ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
、「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
）
対
応
に
加

え
、「
手
続
書
」
や
「
基
本
方
針
」

で
求
め
ら
れ
る
事
項
に
も
十
分
に
目

を
配
ら
な
け
れ
ば
、
中
途
半
端
な
マ

ネ
ロ
ン
対
応
と
な
り
か
ね
な
い
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
第
５
次
審

査
の
特
徴
、
審
査
に
向
け
て
の
日
本

の
対
応
状
況
、
金
融
機
関
に
お
け
る

対
策
の
着
眼
点
等
を
概
説
す
る
。

　
な
お
、
本
書
の
う
ち
意
見
に
わ
た

る
部
分
は
筆
者
ら
の
個
人
的
見
解
で

あ
り
、
筆
者
ら
が
所
属
す
る
、
ま
た

は
、
か
つ
て
所
属
し
た
組
織
・
団
体

等
の
見
解
で
は
な
い
。

一 　
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
５
次
審
査
の
特

徴
　
第
５
次
審
査
の
オ
ン
サ
イ
ト
の
審

査
は
、
２
０
２
５
年
４
月
の
ベ
ル

ギ
ー
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
皮
切
り
に
始

ま
り
、
日
本
は
２
０
２
８
年
８
月
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
、「
手

続
書
」
は
最
終
化
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、今
後
、改
訂
も
あ
り
得
る
等
、

ム
ー
ビ
ン
グ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
色
彩
が

濃
く
、
か
つ
、
第
４
次
審
査
と
の
比

較
で
評
価
の
目
線
が
上
が
っ
て
い
る

と
強
く
感
じ
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
。

　
主
な
変
更
点
を
挙
げ
る
と
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
（
次
頁
図
表
１
）。

１　
検
査
周
期
の
短
縮

　
10
年
周
期
で
あ
っ
た
も
の
を
６
年

周
期
に
短
縮
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
審
査
も
踏
ま

え
る
と
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
は
、

か
な
り
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

な
る
可
能
性
が
高
い
。

２ 　
リ
ス
ク
に
応
じ
た
国
別
の
審

査
の
実
施

　
各
国
に
対
し
、
事
前
に
重
点
審
査

項
目
を
明
ら
か
に
し
、
リ
ス
ク
の
所

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
５
次
対
日
相
互
審
査
に
向
け
た
金
融
機
関
の
対
策

〜
マ
ネ
ロ
ン
対
策
総
ざ
ら
い
〜

株
式
会
社
ク
ニ
エ 

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

牧
野 

明
弘

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

古
川 

尚
史

今
月
の
解
説
②
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は
じ
め
に

　
筆
者
は
、「
中
小
企
業
の
事
業
再

生
等
に
関
す
る
研
究
会
」
の
座
長
と

し
て
、「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
、

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」と
い
う
）（
注
１
）

お
よ
び
「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｑ
＆
Ａ
」

（
以
下
、「
Ｑ
＆
Ａ
」
と
い
う
）
を
改

定
す
る
任
に
あ
た
っ
た
（
改
定
版
は

２
０
２
４
年
１
月
17
日
に
公
表
）。

こ
の
改
定
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お

よ
び
Ｑ
＆
Ａ
は
、
２
０
２
４
年
４
月

１
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
が
、本
稿
は
、

改
定
の
背
景
や
改
定
内
容
の
解
説
を

行
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
改
定

版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
Ｑ
＆
Ａ
に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
意
見
に
関
す
る

部
分
は
、
筆
者
個
人
の
見
解
を
記
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
研
究
会
の
公
式

見
解
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て

お
く
。

一 　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
後
の

概
況
と
今
回
の
改
定
の
背
景

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
中
小
企
業
の

「
平
時
」
や
「
有
事
」（
注
２
）
等
の

各
段
階
に
お
い
て
、
中
小
企
業
・
金

融
機
関
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役

割
を
「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」（
以
下
、

「
基
本
的
考
え
方
」
と
い
う
）
と
し

て
第
二
部
に
取
り
ま
と
め
、
続
く
第

三
部
に
お
い
て
、
有
事
の
際
に
民
間

主
導
で
迅
速
か
つ
柔
軟
に
中
小
企
業

の
事
業
再
生
等
（
注
３
）
に
取
り
組

め
る
よ
う
「
中
小
企
業
の
事
業
再
生

等
の
た
め
の
私
的
整
理
手
続
」（
以

下
、「
中
小
版
手
続
」
と
い
う
）
と

し
て
、「
再
生
型
手
続
」
と
「
廃
業

型
手
続
」
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
２
０
２
２
年
４
月
15
日
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
適
用
開
始
以
降
、
第
二
部

の
基
本
的
考
え
方
は
金
融
機
関
に
お

け
る
実
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
研
修
等

へ
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
中
小
企
業
団
体
等

の
関
係
各
者
に
よ
り
基
本
的
考
え
方

の
浸
透
の
た
め
の
周
知
活
動
が
な
さ

れ
て
い
る
。
第
三
部
の
中
小
版
手
続

に
関
し
て
は
、
金
融
機
関
・
実
務
家

等
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る

普
及
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
、
金
融

庁
に
よ
れ
ば
、
適
用
初
年
度
で
あ
る

２
０
２
２
年
度
に
お
い
て
、
少
な
く

と
も
28
件
（
再
生
型
19
件
、
廃
業
型

９
件
）
の
事
業
再
生
計
画
・
弁
済
計

画
が
成
立
に
至
っ
た
と
さ
れ
て
お

り
、
手
続
中
や
利
用
検
討
中
の
案
件

も
含
め
れ
ば
さ
ら
に
多
く
の
案
件
で

利
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
注
４
）。

　
関
係
者
の
努
力
も
あ
り
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
適
用
開
始
以
降
、
基
本
的

に
は
大
き
な
問
題
な
く
運
用
さ
れ
て

き
た
と
認
識
し
て
い
る
が
、
２
０
２

３
年
７
月
以
降
の
い
わ
ゆ
る
民
間
ゼ

ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済
本
格
化
に
よ

り
、
資
金
繰
り
支
援
に
と
ど
ま
ら
な

い
事
業
者
の
実
情
に
応
じ
た
経
営
改

善
や
事
業
再
生
等
に
つ
い
て
、
早
期

の
段
階
か
ら
取
り
組
む
こ
と
の
重
要

性
が
増
し
、
中
小
企
業
・
金
融
機
関

の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
い
っ
そ
う
の

明
確
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

長
島
・
大
野
・
常
松
法
律
事
務
所 

弁
護
士　

小
林 

信
明

今月の解説③

「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
お
よ
び
Ｑ
＆
Ａ
改
定
の
解
説
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２
０
２
４
年
は
年
初
か
ら
完
全
に

コ
ロ
ナ
か
ら
脱
し
た
社
会
経
済
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。
昨
年
ま
で
は
、

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
借
入
れ
、
借
換
保

証
に
よ
る
借
換
え
と
守
り
の
要
素
が

強
か
っ
た
金
融
機
関
融
資
で
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
５
類

移
行
に
よ
り
経
済
が
正
常
に
戻
っ
た

現
在
は
、
前
向
き
な
融
資
に
目
を
向

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
年
度
の
融
資
の
傾
向
と
し
て
、

本
年
４
月
に
最
後
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
返
済
開
始
の
対

応
、
取
引
先
の
資
金
繰
り
を
楽
に
す

る
短
期
継
続
融
資
の
考
え
方
、
主
要

行
・
地
方
銀
行
か
ら
信
用
金
庫
の

フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
／
Ｅ

Ｓ
Ｇ
金
融
へ
の
対
応
、
経
営
者
保
証

な
し
の
融
資
の
本
格
化
、
事
業
承
継

へ
の
融
資
で
あ
る
事
業
承
継
特
別
保

証
制
度
、
金
利
引
上
げ
交
渉
の
本
格

化
の
６
つ
の
項
目
に
つ
い
て
解
説
し

た
い
。

一 　
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
返
済 

開
始
の
対
応

１ 　
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
最
後
の
返

済
開
始

　
中
小
企
業
庁
に
よ
る
と
、
信
用
保

証
協
会
が
保
証
し
て
い
る
民
間
の
ゼ

ロ
ゼ
ロ
融
資
の
本
格
的
な
返
済
開
始

時
期
は
、
２
０
２
３
年
７
月
か
ら
２

０
２
４
年
４
月
の
間
に
集
中
す
る
と

想
定
さ
れ
、
最
後
の
元
金
返
済
開
始

件
数
の
ピ
ー
ク
は
、
２
０
２
４
年
４

月
の
約
５
万
２
０
０
０
件
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。

　
中
小
企
業
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
か
ら
脱
し
つ
つ
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
等
の
長
期
化
な
ど
外
部
環
境
に

よ
る
円
安
や
物
価
高
の
影
響
で
、
引

き
続
き
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て

い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た

な
か
、
コ
ロ
ナ
関
連
融
資
の
返
済
負

担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な

資
金
需
要
に
も
対
応
で
き
る
新
借
換

保
証
制
度
に
よ
る
最
後
の
借
換
需
要

の
時
期
に
入
っ
て
い
る
。

２　
新
借
換
保
証
制
度
の
特
徴

　
新
借
換
保
証
制
度
の
特
徴
は
、
保

証
限
度
額
が
コ
ロ
ナ
融
資
の
限
度
額

６
千
万
円
を
上
回
る
１
億
円
で
あ
る

こ
と
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
の
１
０

０
％
保
証
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
、
金

利
が
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
よ
り
高
く
借
換

え
に
よ
っ
て
金
利
引
上
げ
が
可
能
と

な
る
こ
と
、
債
務
者
に
と
っ
て
は
期

間
10
年
か
つ
据
置
期
間
が
確
保
で
き

リ
ス
タ
ー
ト
と
な
る
こ
と
、
借
換
え

は
金
融
機
関
に
よ
る
伴
走
支
援
と
経

営
指
標
の
向
上
目
標
を
設
定
し
た
経

営
行
動
計
画
書
の
作
成
が
条
件
と
な

り
経
営
改
善
も
で
き
る
こ
と
な
ど
、

債
務
者
・
金
融
機
関
両
方
に
と
っ
て

恩
恵
が
あ
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
信
用
保
証
協
会
の
新
借
換
保
証
制

度
運
用
状
況
を
み
て
い
る
と
同
額
の

借
換
え
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
応
じ
て

い
る
よ
う
で
あ
り
、
金
融
機
関
と
し

て
は
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
先
の
返
済
が
苦

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ス
タ
イ
リ
ス
ト
・
行
政
書
士　
黒
木 

正
人

２
０
２
４
年　
融
資
・
管
理
実
務
現
場
の
勘
所（
上
）
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今
月
の
解
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